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首都大学東京火山災害研究センター 
都市環境科学研究科地理環境科学域　 

鈴木毅彦

火山災害研究センター設立の趣旨



2011年以降，5年間に発生した自然災害 

　震　東日本大震災　     戦後最悪の地震災害，津波と原発災害  （2011年   3月） 
　雨　伊豆大島土砂災害     火山地域でおきたまさかの土砂災害   （2013年 10月） 
　雨　広島土砂災害     　　　　　　　　　          　  （2014年   7月） 
　火　御嶽火山噴火　     戦後最悪の火山災害                 （2014年   9月） 
　震　長野県北部の地震     長野県神城断層地震                 （2014年 11月） 
   火　口之永良部島噴火   　　　　　　　　　　　　　　　　（2015年   5月） 
　火　箱根火山　           活動の活発化と小噴火                         （2015年   6月） 
　火　桜島火山　           活動の活発化と噴火警戒レベル2から4へ （2015年  8月） 
　雨　H27年9月関東・東北豪雨災害　鬼怒川の氾濫          （2015年  9月） 
　震　熊本地震          活断層による直下地震（犠牲者131名）   （2016年  4月） 
　雨　北日本水害　　　　   北海道・東北を襲った台風　　　　         （2016年  8月） 
　火　阿蘇火山　          36年ぶりの爆発的噴火                          （2016年  9月） 
   震　鳥取県の地震　　　  M6.6直下地震（横ずれ型）  　　　         （2016年10月） 
   震　福島県沖の地震　　 M7.4正断層型地震，約1.4mの津波         （2016年11月） 
   



信濃毎日新聞／2014年10月2日朝刊紙面→

信濃毎日新聞／2014年 9月27日号外紙面



活火山は過去1万年間に噴火した歴史を持つ火山

山里ほか（2013）
日本国内では110の活火山が気象庁により指定されており，そのうち一割をこえ
る14の活火山（海底火山を含めると21）が東京都に存在する．いずれも火山島
であり8の火山島には居住者も存在．



2014年9月　   御嶽噴火災害 

2015年秋　     首都大での火山研究可能性／Task Force 
  ・首都大学東京で火山災害研究として何ができるのか？ 
  ・学内で関わることができる教員は？ 
  ・首都大ならではのユニークな点は？ 
  ・最終目標は？ 

2016年3月末　 首都大学東京火山災害対策研究　研究計画案の提出 
2016年7月　    首都大学東京高度研究推進イニシアティブ都市環境科学研究科附属 

　　　　   研究センター設置申請 
　　　　　　     名称：火山災害研究センター 
                      （Research Center for Volcanic Hazards and Their Mitigation） 
2017年3月    　 発足 
2017年1～4月　複数回のセンター打ち合わせ　 
2017年5月　     文科省次世代火山研究者育成コンソーシアム協力機関への申請 
2017年5月　     研究実施計画書 
2017年6月　     キックオフミーティング 
　 

設置まで



現在国内の大学に設置された「火山」の語を名称に含む主なセンター・観測拠点 

北海道大学理学部地震火山研究観測センター 
北海道大学地震火山研究管理センター 
弘前大学地震火山観測所 
東北大学地震・噴火予知研究観測センター 

東京大学地震研究所火山噴火予知研究推進センター 
東京大学地震火山情報センター 

名古屋大学大学院環境学研究科附属地震火山研究センター 
京都大学火山研究センター 
九州大学大学院理学研究院附属地震火山観測研究センター 
福岡大学国際火山噴火史情報研究所 

大半は理学系，とくに地球物理学的なアプローチで火山観測を実施し，常時から
火山の地球物理学的なデータの取得とそれに基づく噴火の直前予知に主眼をおい
ている．



三宅島2000年噴火

被害予測型研究 復旧・復興
リスクコミュニケーショ

ン型研究基礎型研究



センターの体制・メンバー

センター申請時（2016年7月）　 12名 (学外海外1名含む) 
現在　　　　　　　　　　　         13名 (学外海外1名含む)

地理環境科学域 4名:        おもに地形，地質学分野中心 
　　　　　　　　　　　   火山灰編年学，堆積学，GIS 

都市基盤環境学域 4名:     物理探査・地震工学，土木計画学，構造工学 

都市システム科学域 1名:　都市防災・災害研究／行動科学 

生命科学専攻2名 : 　　　  島嶼生態学，海洋生物学 

実は火山プロパーの研究者は少ない！



No 氏名 所属研究機関・部局・職 現在の専門・役割分担

1 鈴木毅彦 都市環境科学研究科　地理環境科学域・教
授

自然地理学・火山学／統括，地形・地質研究，歴史学研
究チーム主査，火山噴火史構築

2 白井正明 都市環境科学研究科　地理環境科学域・准
教授

堆積学／ラハール（火山泥流）・土砂移動

3 石村大輔 都市環境科学研究科　地理環境科学域・助
教

地形学／噴火史構築

4 中山大地 都市環境科学研究科　地理環境科学域・助
教

数値地形学／GIS・統計研究チーム主査，火山に関する
GIS，リモートセンシング，モデル

5 小田義也 都市環境科学研究科　都市基盤環境学域・
准教授

物理探査・地震工学／工学研究チーム主査，地下構造探
査，干渉SARによる地表変動観測

6 上野 敦 都市環境科学研究科　都市基盤環境学域・
准教授

コンクリート工学／火山灰の有効利用

7 石倉智樹 都市環境科学研究科　都市基盤環境学域・
准教授

土木計画学、空間経済分析／火山災害の経済被害評価

8 岸 祐介 都市環境科学研究科　都市基盤環境学域・
助教

構造工学、防災工学／避難シミュレーションによるリス
ク評価と対策の検討

9 市古太郎 都市環境科学研究科　都市システム科学
域・教授

都市防災・災害研究／行動科学研究チーム主査

10 可知直毅 理工学研究科　生命科学専攻・教授 島嶼生態学／災害リテラシープログラム（陸域）構築

11 黒川　信 理工学研究科　生命科学専攻・准教授 海洋生物学／災害リテラシープログラム（海域）構築

12 David Lowe ワイカト大学（NZ）・教授 火山灰編年学／噴火と人類の相互関係

センターの体制・メンバー



テーマA:基礎型研究 
サブテーマ A1（活火山の基礎研究:鈴木・白井・石村・西澤）  
サブテーマ A2（タイムラプス自然地震＆SAR:小田） 
サブテーマ A3（IT技術:中山）   

テーマB: 被害予測型研究←災害軽減 
サブテーマ B1（数値シミュレーション避難対策:岸）  
サブテーマ B2（社会経済への間接的影響:石倉）  
※A3をテーマBに置くこともある． 

テーマC:復旧・復興 
サブテーマ C1（火山灰コンクリート:上野）  

テーマD: リスクコミュニケーション型研究 
サブテーマ D1（避難シナリオ＋避難計画:市古） 
サブテーマ D2（災害リテラシーUPプログラム:可知・黒川） 




